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○小学校国語＜R６並木小学校＞ 

 
 
 
 

 

○成果と課題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

◇…全国平均と比較してよくできている点 ◆…課題のある点   

◎本校の平均正答率が県７４％、全国６７．７％を上回っている。 
ほとんどの領域についてよく理解できている児童が多い。 
登場人物の相互関係や心情などについて、描写を基に捉えることができる児童が

多い。目的や意図に応じて、集めた材料を分類したり関係付けたりして、伝えたい

ことを明確にすることができる児童が多い。 

 

話すこと・聞くこと 
◇目的や意図に応じて、集めた材料を分類したり関係付けたりして、伝え合う内容を

検討することができる児童が多い。 
◆資料を活用するなどして、自分の考えが伝わるように表現を工夫することに課題が

ある。 

 
書くこと 
◇目的や意図に応じて、集めた材料を分類したり関係付けたりして、伝えたいことを

明確にすることができる児童が多い。 
◇目的や意図に応じて、事実と感想、意見とを区別して書くなど、自分の考えが伝わ

るように書き表し方を工夫することができる児童が多い。 

 
読むこと 
◇登場人物の相互関係や心情などについて、描写を基に捉えることができる児童が多

い。 
◇人物像や物語の全体像を具体的に想像したり、表現の効果を考えたりすることがで

きる児童が多い。 

 
言葉の特徴や使い方に関する事項 
◇学年別配当表に示されている漢字を文の中で正しく読んだり，書いたりすることが 
できる児童が多い。 

◆文の中における主語と述語との関係を捉えることに課題がある。 

 
情報の扱い方に関する事項 
◇情報と情報との関係付けの仕方、図などによる語句と語句との関係の表し方を理解

し使うことができる児童が多い。 
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○小学校算数＜R６並木小学校＞ 

 
 
 
 
 
 

○成果と課題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

◇…全国平均と比較してよくできている点 ◆…課題のある点

◎本校の平均正答率が県７４．０％、全国６３．４％を大きく上回っている。 
すべての領域についてよく理解できている児童が多い。 
特に、速さに関する問題ができる児童が多い。問題場面を式に表したり、小数の除

法の計算をしたりすることができる児童が多い。 

数と計算 
◇問題場面の数量の関係を捉え式に表したり、数量の関係を□を用いた式に表したり

することができる児童が多い。 
◇３５０×２＝７００であることを基に、３５０×１６の積の求め方と答えを書いた

り、除数が１／１０になったときの商の大きさについて、正しいものを選んだりす

ることができる児童が多い。 
 
 
図形 
◇直方体の見取図や直径の長さ、円周の長さ、円周率の関係について理解している児

童が多い。 
◇立方体の体積の求め方を式に表すことができる児童が多い。 
◇角柱の底面や側面に着目し、五角柱の面の数とその理由を言葉と数を用いて記述で

きる児童が多い。 
 
変化と関係 
◇早さの意味について理解し、速さが一定であることを基に、道のりと時間の関係に

ついて考察できる児童が多い。 
◇道のりが等しい場合の速さについて、時間を基に判断し、その理由を言葉や数を用

いて記述できる児童が多い。 
 
データの活用 
◇簡単な二次元の表を読み取り、必要なデータを取り出して、落ちや重なりがないよ

うに分類整理することができる児童が多い。 
◇折れ線グラフから必要な数値を読み取り、条件に当てはまることを言葉と数を用い

て記述できる児童が多い。 
 
 
※記述する問題において，正答率は高いものの無解答率も数％見られた。 
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○朝食を毎日食べているかの質問に対し、９８％以上の児童が「食べている」「どちらか

といえば食べている」と回答し、全国平均を約５ポイント上回った。 

○毎日、同じくらいの時刻に起きているかの質問に「起きている」「どちらかといえばそ

うしている」と回答した児童の割合は約９０％で、全国平均とほぼ同じである。 

 

 
 

○学校の授業以外に平日１日１時間以上学習していると回答した児童の割合が約４９％で

全国平均を約１５ポイント上回っている。 

○学校が休みの日に１日当たり１時間以上学習していると回答した児童の割合が約５５％

で全国平均を約７ポイント上回っている。一方、1時間より少ないと回答した児童の割

合が約４３％であった。 

○家に２５冊以上本があると回答した児童の割合は約６１％で、全国平均とほぼ同じであ

る。 

○新聞を読んでいるかの質問に「毎日読む」「週１～３回読む」と回答した児童の割合は

約１７％で、全国平均を約６ポイント上回っている。 

 

 
  
 
 
 

 

○５年生までに受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わ

るよう、資料や文章、話の組み立てなどを工夫して発表していたかの質問に対し、「発

表していた」「どちらかといえば発表していた」と回答した児童の割合が約５７％で全

国平均を約１０ポイント下回っている。 

○５年生までに受けた授業では、課題の解決に向けて自分で考え、自分から取り組んでい

たかの質問に対し、「取り組んでいた」「どちらかといえば取り組んでいた」と回答した

児童の割合は、約７８％で、全国平均とほぼ同じである。 

○学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすること

ができているかの質問に対し、「できている」「どちらかといえばできている」と回答し

た児童の割合は約８２％で、全国平均とほぼ同じである。 

○学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習につ

なげることができているかの質問に対し、「できている」「どちらかといえばできてい

る」と回答した児童の割合は約７４％で、全国平均とほぼ同じである。 
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○自分には、よいところがあると思うかの質問に対し、「思う」「どちらかといえば思う」

と回答した児童の割合は約８０％で、全国平均とほぼ同じである。 

○先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思うかの質問に対し、「認めてくれ

ている」「どちらかといえば認めてくれている」と回答した児童の割合は約８５％で全

国平均とほぼ同じである。 

○将来の夢や目標を持っているかの質問に対し、「持っている」「どちらかといえば持って

いる」と回答した児童の割合は約８２％で全国平均とほぼ同じである。 

○人の役に立つ人間になりたいかの質問に対し、「なりたい」「どちらかといえばなりた

い」と回答した児童の割合は約９５％で全国平均とほぼ同じである。 

○人が困っているときは進んで助けているかの質問に対し、「助けている」「どちらかとい

えば助けている」と回答した児童は約９０％で全国平均とほぼ同じである。 

○いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思うかの質問に対し、「思う」「どち

らかといえば思う」と回答した児童の割合は、９８％で全国平均とほぼ同じである。 

 

 

 

 
 

○国語の勉強は好きかの質問に対して、「好き」「どちらかといえば好き」と回答した児童

の割合は約６８％で、全国平均を約７ポイント上回っている。 

○国語の授業の内容はわかるかの質問に対して、「わかる」「どちらかといえばわかる」と

回答した児童の割合は約８９％で、全国平均とほぼ同じである。 

○国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思うかの質問に対し

て、「思う」「どちらかといえば思う」と回答した児童の割合は約９４％で全国平均とほ

ぼ同じである。 

 

 


